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論 文 内 容 の 要 旨
中枢神経系における細胞内成分の分離には, 他の臓器における分離方法に較べて, 多くの困難な問題が





に遁しているとされる品川の固定 ･包埋法により, 遠心時間と同一時間遠心溶媒に浸した対照群 に お い
て, 試料損傷のない電顕像を得た｡ ラット大脳およびウサギ脊髄の表層より約 1mm3 の組織片を切り
出し, 冷凍遠心機および分離用超遠心機を用いて, それぞれ 10,000gおよび 145,000gで60分遠心した｡
試料は固定の包埋, 薄切したのち電子顕微鏡により検鏡した｡ 一部は脱包埋して位相差顕微鏡 で観 察 し





る各画分にほぼ対応しており, リピド層, ミエリン鞘層, ミクロゾーム屑, ミトコンドリアおよびシナプ
トゾ- ム層, 核層および血管, 血球を主とする層を区別することができるO 遠心力の強さによる差は著し
くないが, 145,000gの遠心ではミエリン鞘の解離が認められ, 核の変形が著しく原形を認めない｡ 最も
明瞭な層を形成するのはミエリン鞘層, ミトコンドリアおよびシナプ トゾーム層である｡ 遠心力によるミ
エリン鞘の解離は中間線の部分で起こり, 主線の分岐は観察されなかった｡ ミトコンドリアおよびシナプ
トゾーム屑では, 水酸化鉛による電子染色に濃染するシナプ トゾームと淡染するものの2型が見 出 され
-466-
た｡ 前者はシナプ トゾ- ム画分におけるオスミウム濃染型と対応関係が考えられる｡ ミトコンドリアとシ
ナプ トゾ- ムが同一層内に混在することは, 遠心分画法の結果とよく対応している｡ 核は変形が著しく,
また電子密な小額粒を多く混在しており, lrli管 ･血球より成る層との境界も明瞭でない. これらの事実は
遠心分画法における粗核核分とよく対応 している｡ これらの核,血管および血球の大頼粒は, 脱包埋 した
切片を位相差顕微鏡によって検鏡することによっても観察されるが, 脱包埋しない切片では観察が困難で
あった｡ 粗核画分の自記分光光度計による検定により, チ トクロムaおよびb , およびヘモグロビンの混
在を認めたが, 井上, 品川により脳 ミクロゾ- ムに存在が確認されたチ トクロム b5 は見出 され なかっ
た｡ したがって粗核画分には血球およびミトコンドリアが混在しているが小胞体の混入は少量であろう｡
これは核層における観察結果とよく対応している｡
以上の遠心力場におかれた中枢神経組織の電子顕微鏡による観察により組織の層化現象が明 らか に さ
れ, 遠心分画法との対応関係が得 られたことにより, 中枢神経系における細胞内成分分離に際しての特異
性を求める手がかりが得 られたということができる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
中枢神経組織は肝その他の臓器と異なりはるかに不均質であり, かつ電子顕微鏡的観察をおこなうにも
試料損傷を受け易い｡ にもかかわらず, その細胞内成分の分離, 同定には他の組織と同様に homogeniz-





その結果, 対照としての脳室 L衣細胞には著明な変形がないにもかかわらず, 神経細胞には変形, 離断
を壁じ, 遠心分画法にほぼ対応する層化現象が認められることを明らかにしている｡ ことにミエリン鞘の
離断,cytochromeb5を含むミクロゾーム層の分離, ミトコンドリア層への2種 の神経終末 端の集積等
が遠心力のみで組織中に生ずることを認めている｡
以上のように, 本論文は, rll榔 中経組織における細胞内成分分離についての特殊性の追究に寄与するも
のであって, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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